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平均寿命は毎年3ヶ月伸びてきた
Jim Oeppen and James W.Vaupel: SCIENCE VOL 296 10 MAY 2002, 1029-1030

Fig. 1. Record female life expectancy from 1840 to the present. The linear-regression trend is depicted by a bold black line 
(slope = 0.243) and the extrapolated trend by a dashed gray line. The horizontal black lines show asserted ceilings on life 
expectancy, with a short vertical line indicating the year of publication. The dashed red lines denote projections           
of female life expectancy in Japan published by the United Nations in 1986, 1999, and 2001: It is encouraging that           
the U.N. altered its projection so radically between 1999 and 2001.
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http://www.mlit.go.jp/common/000135841.pdf



http://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-12004000-Shakaiengokyoku-Shakai-Fukushikibanka/270624houdou.pdf_2.pdf
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【問6】参加している会やグループ，仕事についておうかがいします．
1）あなたは下記のような会・グループにどのくらいの頻度で参加しています

か．
１.週4回以上 ２.週2～3回 ３.週1回 ４.月1～3回 ５.年に数回 ６.参加していない

市区町村単位の地域相関分析：91市区町村（n=188,583人）

１～４⇒参加者とした

１）要介護認定率と地域組織参加割合の相関分析（下図）

社会参加10％多いと認定率2〜5％低い

スポーツ 趣味 介護予防活動

*：p<.05 **：p<.01

偏回帰係数： -0.22＊＊ -0.16＊＊ -0.45＊＊

調整済R2 ： （0.42) (0.35) (0.41)  
〈目的変数〉要支援・介護認定率 〈説明変数〉地域組織参加割合

都市分類

２）「後期高齢者割合」「単身高齢者世帯割合」「高齢者有業割合」「可住地人口密度」を調整した重回帰分析

厚生労働科学研究費補助金「介護予防を推進する地域づくりを戦略的に進めるための研究」（H28-長寿-一般-002）研究班分析

都市で
相関が
強い

要
支
援
・
介
護
認
定
率



超高齢化人口減少社会への対応

• 質的に変化し量的に拡大する医療介護ニーズ

• 抑制圧力が高まる人的・財政的資源

＜対応策＞

– 地域包括ケア・システムの構築

– 健康な高齢者を増やしたい

– 社会参加で健康寿命は伸びそう

– 都市型モデル事業の実施と効果検証

• 横浜プロジェクト
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JAGES調査フィールド
日本老年学的評価研究

Japan Gerontological Evaluation Study

2016調査協力保険者

東川町、
東神楽
町、美瑛
町

十和田市

岩沼市

早川町

中央市

度会町

十津川村
2010，2013のみ

神戸市

高梁市
2010のみ

松浦市

南城市
2010のみ

今帰仁村
2010のみ

名古屋市、東海市、大府市、知
多市、東浦市、半田市、常滑市
、武豊町、美浜町、南知多町、
碧南市、西尾市、一色町、吉良
町、幡豆町

柏市

新潟市

横浜市

丸亀市
2013のみ

御船町
豊橋市

田原市
2013のみ

阿久比町
2010のみ

福岡市

音更町

苫前町

余市町

益子町

船橋市

松戸市

長柄町

八王子市

阿賀町

十日町市

松本市

森町

小山町

過去の協力保険者

JAGES 2010/11
参加市町村数 31
送付数 約17万人
回収数 約11万人
回答率 約 66.3%

JAGES 2013/14
参加市町村数 30
送付数 約19.5万人
回収数 約13.8万人
回答率 約 70.8%

JAGES 2016/17
参加市町村数 40
送付数 約30万人
回収数 約20万人
回答率 約69.5％



NHKスペシャル「AIに聞いてみたどうすんのよ！？ニッポン」
第３回 健康寿命 2018年9月23日収録、10月13日放映

健康寿命を延ばすヒント
1. 本や雑誌を読む
2. ひとり暮らし
3. 地域の治安を良くする
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都市 多 郊外・農村 多

：政令指定都市内の区

：可住地人口密度が1,000人以上の市町村

： 〃 1,000人未満の市町村

2.9倍

市区町村別にみたIADL低下者割合（前期高齢者）

※IADL低下：TMIG-IC手段的自立0～4点

JAGES2010-11（加藤清人ほか，2015から作成）



歩く人が多いまちは認知症リスク者が少ない
1日30分以上歩く者 IADL低下者割合

58.3%

平均67.8%

76.3%

都市は歩く人多い

後期高齢者

1日30分以上歩く者の割合

IA
D
L

低
下
者
割
合



スポーツの会参加者が多いまち
（前期高齢者）

12.1%

平均30.3%

40.1% スポーツの会に
月に1回以上参加
していると回答した
者の割合

12.1％～40.1％
平均30.3％

3倍以上の差

人口密度が高い市町



スポーツの会参加とIADL低下



種類の数が多いほどリスクは減る

Satoru Kanamori, Yuko Kai, Jun Aida, Katsunori Kondo, Ichiro Kawachi, Hiroshi Hirai, Kokoro Shirai, Yoshiki Ishikawa, 
Kayo Suzuki, the JAGES group. Social participation and the prevention of functional disability in older Japanese: the 
AGES Cohort Study. PLOS ONE 2014.
URL： http://www.plosone.org/article/info%3Adoi%2F10.1371%2Fjournal.pone.0099638



スポーツ・趣味・町内会で低い

Satoru Kanamori, Yuko Kai, Jun Aida, Katsunori Kondo, Ichiro Kawachi, Hiroshi Hirai, Kokoro Shirai, Yoshiki
Ishikawa, Kayo Suzuki, the JAGES group. Social participation and the prevention of functional disability in 
older Japanese: the AGES Cohort Study. PLOS ONE 2014.
URL： http://www.plosone.org/article/info%3Adoi%2F10.1371%2Fjournal.pone.0099638



Kanamori S, Kai Y, Kondo K, Hirai H, Ichida Y, Suzuki K, Kawachi I. Participation in sports organizations and the prevention of functional disability in 
older Japanese: the AGES Cohort Study. PLOS ONE 2012 http://www.plosone.org/article/info%3Adoi%2F10.1371%2Fjournal.pone.0051061

運動は一人より仲間と
するのがお勧め

運動を週一回していて
も，スポーツ組織へ参加
していなければ，参加し
ている者と比べ要介護状
態になる危険性が1.29倍

JAGESの研究成果の一部

運動の実施頻度スポーツ組織参加による
要介護状態の発生リスク（4年間追跡）



笑わない人で健康感悪いが1.5倍

Hayashi K, Kawachi I, Ohira T, Kondo K, Shirai K, Kondo N：Laughter and Subjective Health Among Community-Dwelling 
Older People in Japan: Cross-Sectional Analysis of the Japan Gerontological Evaluation Study Cohort Data. Journal of 
Nervous & Mental Disease 203 (12): 934-942, 2015



役割を担って社会参加している男性で
うつ発症のリスクは 7 分の 1
AGES 2003年調査時点でうつ傾向が無く，2006調査にも回答した65歳以上の2728人

趣味，スポーツ，町内会，ボランティア，老人クラブ，業界，宗教，政治のグループへの参加を
たずね、主成分分析で社会参加得点を算出

Takagi, D., Kondo, K., & Kawachi, I. (2013). BMC Public Health, 13: 701, doi: 10.1186/1471-2458-13-701.



社会との多様なつながりがある人は
認知症発症リスクが半減

認
知
症
発
症
リ
ス
ク

社会とのつながりの数

1. 配偶者がいる
2. 同居家族間の支援
3. 友人との交流
4. 地域のグループ活

動に参加
5. 就労をしている

13984名を9.4年追跡

46％減少

Saito T, et al., 2018



介護予防事業を活用した地域づくりの例

－愛知県武豊町－ 介護予防マニュアル改定版 p4

http://www.mhlw.go.jp/topics/2009/05/tp0501-1.html

http://square.umin.ac.jp/ages/taketoyo.html



ボランティア数９倍に



地域組織に参加していない者で
認知症発症が多い
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地域組織
への参加

(3年間の縦断研究）

（2854）（1970） （2863）（1421）

竹田・近藤・平井2010



ボランティアのグループワーク
どんな企画をしたら人
が集まる？

特に男が・・・

後片付けで

身体を動かし
フィットネス

頭を使ってボケ予防
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武豊町

☆新年かくし芸大会

【憩いサロン・各会場の取り組み】

【主な活動・・・季節のイベント】

☆ひな祭り

☆ 夏まつり

☆ ミニ運動会

☆ クリスマス会

（盆 踊 り）

（玉 入 れ）



（人） （％）

年度 2007  2008 2009           2010          2011           2012          2013           2014          2015          2016
ｻﾛﾝ数 3            5        7         8                8                 10              10                11              11               13

サロン実参加者数/ボランティア数/
参加率の推移

武豊町データより作成
竹田，2017
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通いの場参加後の心理社会的な変化
分析対象：JAGES参加7市町の通いの場109箇所の参加者3,305
人のうち2,983人（回収率90.3％）

厚生労働科学研究費補助金（Ｈ27-認知症-一般 001）平成 2８年度総括・分担研究報告書、p56



「通いの場」への参加がきっかけで
運動始めた人

51.9
48.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性(2406人）
男性(  466人） あり

なし

無回答

性別無回答111人を除く2872人

JAGES参加7市町の通いの場109箇所の
参加者3,305人のうち2,983人（回収率90.3％）

2つ以上
始めた人は
5割以上で
男性で多い

始めた種目のトップは
男女とも散歩・ウォーキング
２位は男でグラウンドゴルフ
女で体操が人気

n=1472 n=1472

厚生労働科学研究費補助金（Ｈ27-認知症-一般 001）平成 2８年度総括・分担研究報告書、p. 64-65



サロン参加群で要介護認定率は低い
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要介護認定率

%
2007年から2012年ま
での5年間の要介護認

定率を参加群と非参加
群で比較した

5年間で要介護認定率
は約半分（6.3%ポイン
ト）抑制されていた

武豊プロジェクト

N =  312 2178 

Hikichi, H., Kondo, N., Kondo, K., Aida, J., Takeda, T., & Kawachi, I. Effect 
of community intervention program promoting social interactions on 
functional disability prevention for older adults: propensity score 
matching and instrumental variable analyses,     JAGES Taketoyo study. 
Journal of Epidemiology and Community Health (doi: 10.1136/jech-2014-
205345)



サロン参加群で認知症発症3割減
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参加群 非参加群

認知症発症
オッズ比 2007年から7年間追跡

認知症度ランク１以上
の要介護認定を受ける
確率を参加群と非参加
群で比較した

武豊プロジェクト

N =  152 1885 

Hikichi, H., Kondo, K., Takeda, T., and 
Kawachi, I. (in press) Social interaction and 
cognitive decline: Results of 7-years 
community intervention. Alzheimer's & 
Dementia: Translational Research & Clinical 
Interventions.
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社会参加が多いまちは
フレイル/うつ割合が少ない

JAGES HEART 2018政令都市（横浜・新潟・名古屋神戸・福岡）
58区

ソーシャルキャピタル得点（社会参加）
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友人知人と会う頻度が高い者の割合が多い町で
認知症リスク者がすくない

Copyright © JAGES
34

横浜市青葉区

認
知
症
リ
ス
ク
者
割
合

友人知人と会う頻度が高い（月1回以上）者の割合

JAGES HEART 2016
５政令指定都市内５９区比較

相関係数（ｒ）＝-0.453
前期高齢者



都市型とは？

• 都市ならではの資源を活かす

–専門スキルと経験を持った人たち

• 多くの定年退職者

• 定年前の地域デビュー準備世代

• 現役のプロボノワーカー

–事業者・企業・商店

• 大学・（専門職）団体



• いつでも誰でも気軽に立ち寄ること
ができる場

• そこに来れば元気になれると思え
る場

• みんなが顔見知りになれる場
• 地域の人たちのよりどころ

大田区の
「元気かあさんの
ミマモリ食堂」



http://hometown.metro.tokyo.jp/project/?cat=14



http://hometown.metro.tokyo.jp/project/?cat=14



http://www.servicegrant.or.jp/download/files/kawasaki2015.pdf

プロボノとは

社会的・公共的な
目的のために
職業上のスキルや
専門的知識を
生かした
ボランティア活動



ボランティアの形にもイロイロ

• すでにある拠点のお手伝いお手伝い型

• 一芸を出前講師・芸人型

• 新しい拠点をつくりたい拠点づくり型

• 専門スキルで貢献したいプロボノ型

• マネジメントや間接支援が得意本社機能型

都
市
型
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経理・会計支援70

経理・会計支援25

事務・総務支援127

事務・総務支援51

法務相談15

2

営業・資金調達54

9

事業戦略の策定・経営指導87

5

16

6

PR・広報活動支援59

19

IT支援44

3

12

1

趣味・特技を活かした講師役
124

趣味・特技を活かした講師役
138

17

体操・健康法等実技27

17

医療・保健関係の知識を活かした…

相談対応・カウンセリング41

相談対応・カウンセリング46

17

主婦（夫）業の経験を活かした活動232

その他83

その他41

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

男性

女性

スキルの内訳（複数回答あり）

経理・会計支援 事務・総務支援

法務相談 営業・寄付金集め等資金調達の支援

事業戦略の策定・経営指導 ファシリテーション・コーチング

ＰＲ・広報活動の支援 ＩＴ活用の支援

映像の制作 趣味・特技を活かした講師役

体操・健康法等の実技 医療・保健関係の知識を活かした活動

相談対応・カウンセリング 主婦(夫)業（料理、掃除・洗濯、育児等）の経験を活かした活動

その他



http://www.city.yokohama.lg.jp/aoba/upimg/koyoko/20180601kusei-koyoko.pdf



事業者の関わり方もイロイロ
組み合わせ方もイロイロ

• カラオケ、フィットネス、健康食品
サービス・商品

提供型

• 医療・介護専門技術による支援

• 薬局・栄養士

専門的技術

支援型

• ICT技術，戦略策定支援
専門的技術による

間接支援型

• 専門スキルを持った社員を派遣プロボノ型

• お金や場所，人手の提供協賛型



社会参加型の健康長寿幸福産
業

拠点開発 プログラム
開発

マーケティ
ング

効果評価

マネタイズ

参加・
状況把握

空間・近接
性確保

運営人材
育成 多彩・

楽しい

遠隔・通信・
映像

笑い・会話・
感情・血圧・

脈拍

GPSコミュニ
ティの変化

個人の変化
幸せ・健康

Social 
Impact Bond

有料会員

マッチング
人と人・モノ・
プログラム

人集め

インストラクター
人・ロボット

スポーツ・学習・
趣味・ゲーム・料理

個人識別

ビッグ
データ・AI

売上げ

グループ
の変化

リコメンド

1000人に1カ所
＝12万カ所
×100万円＝
1200億円

2000万人が6千円
＝1200億円産業へ



IoTデバイスシステムを用いた介護予防モデル事業

複数のIoTデバイスによるパッケージ
FitBit Charge2

介護予防サロン

社会参加

沖電気工業
プレスリリース(改変）

＆ 靴（ORPHE）＆夢コイン

短期効果

• 使用満足感

• 継続利用希望率

評価研究

身体活動量・睡眠・歩行の
バイオモニタ―による分析

本人への

フィードバック
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• ボランティア・支えられる
高齢者・介護者離職な
し・保険財政・事業者の
「五方良し」の地域づくり

• データを使って地域づく
りの効果評価でマネジメ
ントサイクルを回す

• 超高齢社会を健康長寿
社会にするチャレンジに
ご協力を

データ活用した健康な地域づくり


